酸化ストレス下においてmicroRNA-200cはヒト腎細胞でのKLOTHO発現を制御する by Morii, Kenichi
  





microRNA-200c regulates KLOTHO expression in 































luciferase reporter assayでは，過酸化水素刺激により有意に luciferase活性が抑制された。 
2．過酸化水素刺激によるmiR-200c発現の変化 
 HK-2細胞を過酸化水素で刺激することでmiR-200cの発現は増加した。また，
microRNA.orgでのデータベース検索により，miR-200cは KLOTHO mRNA 3’-UTRと 2
カ所で結合する可能性が示された。 
3．miR-200cが KLOTHOタンパク発現に及ぼす影響 
 miR-200c mimicを HK-2細胞にトランスフェクトしたところ，KLOTHOタンパクは発






4．ヒト IgA腎症における KLOTHO，酸化ストレスマーカー，miR-200cの発現 
 ヒト IgA腎症患者の腎生検組織を用いて KLOTHO，酸化ストレスマーカー（8-OHdG，












った。このことから，miR-200cは KLOTHO mRNA 分解ではなく翻訳抑制することで
KLOTHO発現を制御していると考えられた。 
